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大谷石採掘Lf地におけるカキ果実の短期貯蔵法
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昨今の発聞情勢には厳しいものがあり、とりわけ国内

においては果実全般において生産過Tl基調の中、産地間

競争に打ち勝ち、銘柄産地として生き拡く必要がある。

また、今日の果実消費の低迷している中で、消費の拡

大 ・価格の安定を考えなければならない。

これらのうち、消費期間の延長 選 果場の平準的利用・

労働力の分散などのための一つの手段として 「貯蔵Jが

考えられる。姉の時蔵には、従来ポリエチレン袋いによ

る大袋 (10～15kg)が 使用されていたが、商品位や小

万段階でのFt化による,ス などからプラスチックフィル

ムによる1個装に代わってきた。

今回はこのFr蔵方法の内、省エネルギー対策 (自然冷

気利用)と して知られている大谷右採掘跡地における遊

休洞窟利用の市果実貯蔵方法について知見を得たので報

告する。

供試材料および調査方法

西吉野村産 (1鋸3～1986)お よび橿原市産 (1986)の

柿 富 有 (カ ラーチヤート5～ 6、 L級 具)を 収穫 し、

第 1表 具 貿包芸用フィルムの遇いと貯蔵性 (19855)

一夜枚置後、プラスチックアィルムで個装 した後、栃木

県大谷まで搬送し翌朝大容石深掘跡地で時蔵した。また、

同様に大阪市内の冷蔵会社の冷蔵EE(0で )に 併せて貯

成した。また1987年には恒原市産栗実を当試験場内の冷

蔵庫で貯蔵した。

約 1か月後の軟化果実数および袋内のヘッドスペース

のガス濃度を測定した。

なお、子詰めのPEフ ィルムに代わる包装の自動化の

ための機械適性の高いフィルムの選定に1985年にニュー

ジーランド産輸入柿 FuFrを 用いて予備調査を行った.

結果および考察

フィルム選定のための予備試験 (0℃ )の 結果を第 1

表に示した。A(OPPコ /CPPり のフィルムでは、ガ

ス透過生が低く、貯蔵30日及び70日後で、CO,濃 度が20

%以 上になり、果賀硬度は硬く保たれたがアルデヒド臭

と考えられる冥具を感じられた。B(OPP'/Cど
｀
)お

よびPE(LDPB° )フ ィルムではそれぞれC02は 、10

%、 5%前 後で、30日後で正常、70日でやや柔らかい感

触であった。

Tabl。 l  Effoct of paotagoing fllm on oiOrago quality

イ果実はニュージーランド産 Fuyげを使用。席蔵温度は0℃
普OPP i無LIttPPフィルム、CPP!廷 仲PPフ ィルム、LDPEIほ 密度PEフ ィルム、

C,tEVA、 酢ビコンテント(肩の数字はフィルムの厚さを示す)

1)CC/Dl・ 24hr/atm

フ ィ ル ム
ガス透過と'

02   C02

30日後ガス濃度及び食lt

0 2 %  0 0 ' %

70日後ガス濃度及び食味

0 = % C O , %   資  味

A (OPP与 /CPP")

B (OPP'/C,い )

PE(LDPE° )

1300    4800

2420    3800

2500    7700

036  21S  具 臭有

054  107  正  常

0 9 3   4 6  正 I P

034  210 硬 いが黒具有 り

072  76  や や柔らかいが正常

039  54 や や柔らかいが正官
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第 2表  大 容石採掘跡地および業務用冷蔵成における年次別貯蔵性 (貯蔵 1ケ月後)
Tabl。2  1teranぃuュl variati。内 。f stor●4。 9uality at ohya st。■。 quarry ctrrerA Or refrig●rater
(その 1,大 谷におけるPEフ ィルムでの時蔵社

包 芸

調資欺

(6?)

平均温度

15日岡 30日 間 嘩一呻
一硬

Ｅ

一
Ｅ

Ｐ

一
Ｐ

フィルム個数

A   2

B   l

B   l

38  26

5 0

5 9    5 1

5 2    4 0

0■ 05

0■ 0 5

0■ 0 5

5■ 2

0■ 2

56    058

4 5    1 1 3

17/45 378 18  正 常

23  正 常 111/17

ケiど  正 有 l ir″ど,

(その 2)大 容におけるA 8フ ィルムでの貯蔵性

包 芸

4/45    88 1

1 92 15/39 385 桓 原

COど%  040●
巨 尋 軍

言

‐‐‐

房

~‐

「 言 尋 子

三

唱 轟 言 子

言 高 宿 供試固
ガス濃度

フィルムrt数 30日間

18 1    o 18 22 異 臭有 111/192/84    24 西吉野
84    o45

7 4   o 8 1

10/44

0/48

２２

，
０

3   1  1 120    o37 13/38   342 23  正 付 111/21 橿  原
5 1

(その3)業 務用冷蔵庫における所!FHf性

葡 正
‐
言軽 〒一

茅
年1場併 満 景15日は1 30日間6oを%01・/J言嶺赤 %

西吉野
1984

!塾
19/30 633 1 29

5/30 167 1 25

2 }

2 093     o 66  1  o/44     o

9 4

8 0

0 4

0 3

大谷ての自然温席蔵においても、第2表 に示すように

1983年のAフ ィルムで30日後にCOぞ濃度が18%に なり、

呉臭が感じられた。●フィルムおよびPEフ ィルムでは、

1000前後、またはそれ以下になった。 このことは、樽

谷"、 柏長 )や田中"か 柿のCA昨 蔵における適正炭酸

ガス濃度の条件と同様な傾向を示 している。強業濃度に

ついては、両者が適正としている5～2%よ り少なくなり、

1%を 下回ったが資味は良,Iて、確素不足によるガス障

害など生理障害はみられなかった。以上から、貯蔵とを

考慮 した個装の自動化に適するフィルムとして、Bフ ィ

ルムを選択した。

次に果実の大きさか貯蔵に及ぼす影響として、1985年

に大谷で調査したものを第3表 に示す。ガス濃度は、P

Eお よびBフ ィルムて俊内ガス組成が実なるものの階級

によるとはみうれなかった。取化民箕やは、とフィルム

ともS具 て少なくなり、2し、M呉 で多くなるltF向がみ

第 3表  果 実の大きさかけ蔵中の具賛軟化に及はすII響

(19櫛)
Tablo 9  Effect of fruits sizo On soffening at

during siorage

19861 大谷

7/84  83 19  11常

0/84     o 11/19

15  正 常

11/17

11/27

50   50

5 9    3 1

5 2    4 0

53   51

1985

正常 111/27

正常 111/27

正常 111/2o l[百

モ付 111/2o l ″

フィ″レム 階 級

5 9   0 79

5 9   0 7 1

5 8   1 o6

5 5   1 22

16/39 410

11/44 250

20/46   435

8/88 9o

章包装単位は、 1個芸で穴P.lきコンテナ使用

87   070 1 10/43   23 3

83   041 1  9/44   2o5

76 078115/44 341

97 063113/58 145
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第 4表  け 岐容器がけ &性 に及はす杉響

Tabl。4  Eff。●t of st,r●旨● pこkage

のH持 ち性 (1ケ 月時蔵後 1●85)

keeping qualitr Of「。St storago

(19断)

。■ qじごletI
表
附
一
貯

第
軸

時蔵 包 喪  ガ ス濃蚊

容器 フィルムcO[%02% iケ 月後

時

ほ
場

所
1ヤ期

弦化t/ 健全某の

果支正度 軟化欺 軟化教

調首欺 調査数
(前期収種)

ヨン,ナ  P E
″       B

0/10

0/10

1 / 1 0

0/10

4/5

3/5

3/5

2/S

2/10

0/10

071 12/4均

0 41    9/44
早期

後期すン|―ル PE  56
・  B   8 4

0 58   17/15   37 8    1 i

0 6 4  1 0 / 4 4  2 2 7   2 3

,′i―, PB   4 5   1 13

″     B   7 4   084

(後翔収種〕
コン|,  PE   48   0 05

'     B   80   o45
13/44   29 5     1 9

3/44 68  17

2/10

0 / 1 0

章大阪業務用冷蔵庫は47日貯直後
メけ蔽内容は、タン十一ル柵包

1985後 期

4/44

0/39

1 5

2 1

9 1

0

られた。

また、プラスチックフィルムて個装した果実の時蔵容

母については、遮かし入リコンテナおよびダンホール摘

に果真を充rHして比較 した括巣を常 4表 に示した.貯 蔵

性のzEは、 PE、  Bフ ィルムとも収種前切ては明らかで

なかったが、収穫後期では両フィルムともこかし入り'

ンテナ時蔵区で軟化其実t/が多くなった。これは、第 6

表に示すように19断年のけ蔵電内の気温の変化および日

温政とか収種前刑に比べ、後刑て大きくなり、近瓜良好

なコンテナては、温度変化が直lV梁実に伝わったためと

考えられる。

ちなみに出庫後の果実i‖】質については、I十載 1ケ)]後

に健全具を宣温に放置し ヨJ査したものを第5表 に示し

た。放置後 5日後では砧と執化しなかったが、10日後て

は軟化果えが多発 し、山片後も低温に保つ必要かあると

考えられた。

収種時翔別ては、従来収確後期の楽実は日持ち性が劣

るとされていたが、第 2表 に示すように、各フィルムと

も収確後切の時は性が優れていた。

そこで、各年次においての大容での時蔵猟度と時肢性の

関係をき年大共通のPEフ ィルムで比較すると、第 2表

に示すように、軟化其実キは1983年および19調年で低く、

1985年および1986年では高く、経済的廃玉限度20%を も

えたが 1985年の収終後切の興えては低かった。

それぞれの年次における大容石r何 跡地での時蔵場所

の温度変化は第 1国および弟6表 に示すように、19齢年

および1985年後町では、収穫時期もF・いため貯蔵庫内の

温度もなく推移し、特に1983年では4℃以下であった。

また、1985年の大庫から20H問 、1986年の平均臣内li度

は、ほぼ5℃以上で推移 している。1984年については、

前半の平均温度が低下していたが、それ以降1985、1986

年とテはみられなかった。

業務用冷蔵庫 (0で )に お するけ蔵性は、第 2党 に示

すように年次変動があるものの軟化早実数も少なく、敬

感も硬く感じられた。また、強制通風式冷蔵でもSで =

2ででは、貯蔵性が劣った。回中Ⅲらは、CA貯 蔵の適

温は0で とし 3で ては時「Hlケ 月後急速にIHF化が進イ;

するとし、平野Ⅲらは、P Eフ ィルと、で個安すれば s t

第 6表  大 谷石舞舟跡地ての問蔵温度変化

Table 6  The templerdtule ra■=o Of OhJ● s,。■c ,Harir Cawor,、

1983

平均  ST
!?,|  _に__1985早知

平均  ST I 平 均  S■ 平均 平均  ST

1986

60■ 072       64■ 103 54=057期間最高

期間最低

日温班堂

期間平均

い4 = 1 4 0

1 9■ 1 6 6

1 5 = 0 8 3

2 6 ! 1 4 8

4 0上 1 1 6

2 0■ 0 8 6

S O = 0 8 6    1

3 9■ 1 4 5

2 5■ 0 9 6

5 1■ 1 1 6

4 7■ 0 5 1

0 7■ 0 5 6

5 1上 o 4 6

ネ日温較をは、最高温度―最低温度
■貯蔵期間は、貯蔵開始から30日まで

5 3 = 1 1 5

2 7 = 1 7 S

2 6 = 1 0 8

40■ 140
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このことから、自然の冷気利用による遊休洞窟 ・遊休
トンネルで柿果実を貯蔵する場合は、け蔵庫内の温度変

化に注意 し、Trl気 温が5℃を越える条件下では、短期

貯蔵 (1か 月程度)で も商品社はl19やできないと考えら

れた。

さらに、奈真県市産地での各年次の気候は、1987年は

暖秋、19師年は夏期乾燥に加えて秋の多雨日照不足、19

83,19鶴年は10月からの気温低下の早い年であった。ま

た、1984年は気温の推移は平年並であったが、夏から秋
に掛けて少雨傾向であったなど、具実の と まれ'も

席

蔵性に影響すると考えられ、特に日変化する自然,気 利

用の冷蔵貯蔵では、o℃の貯度に比べ、ヘタスキなど軟

化しやすい性質の果実は、影響が大きいと考えられるた

め、席蔵温度に加えて貯蔵に適する果実条件を検討する

必要がある。

なお、この調査の一部は、昭和60年度農林水童省省エ

ネルギー技術実用化促進事業の一環として実施されたも
のである。資材を提供していただいた第一旬芸 (株)お

よび大谷での調査協力してくださった清水建設 (株)の

清水一都氏に厚くお1し申し上げる。

（で
》

15

日

第 1図  大 谷石採掘跡地における5日 毎の平均気温
-19鶴  ― ―-1984    19笛

前期
―――-19鶴  ‐……Ⅲ的騎後期

Fig l  Th。 コ。an templorature of ovory 5 day

at Ohya stono quarrF Cavorn

以下で貯蔵可能としていることとほぼ一致する。


